
東京大学 1993年度第２問 「蒙古襲来と高麗」Ａ の解き方チャート（記入済み） 

 

Ａ 二度の合戦（1274年文永の役、1281年弘安の役）における日本軍の戦いかたには、モンゴル軍とくらべ

てどのような特徴があったか。日本の武家社会の特質と関連させて、下の語句をすべて使い、３行以内で述

べよ。語句はどんな順で使ってもよい 

   恩賞、武士団、集団戦、一騎討ち 

 

＜考え方＞ 

(1) 指定された語句で、日本軍とモンゴル軍の戦いかたの違いを指すものは何か。 

 

○ 集団戦 → 

 

○ 一騎討ち →           →なぜ一騎打ち（個人戦）をしたのか？ 

 

 

             を求めて戦っていたので、        を明らかにするため 

 

    これは将軍からの「御恩」 

 

(2) 指定された語句で、武士社会の特質に関係するものは何か。→ 

 

 

鎌倉時代、どのように構成されていたか？ 

 

 

                         制にもとづく         結合 

 

 

これにもとづいて幕府への「奉公」＝今回は         に応じた。 

 

 

          

鎌倉武士は、         制にもとづく         結合で         を形成し 

 

幕府への「奉公」として         に応じた。                  

 

「御恩」としてことを     を求めるためには        を明らかにする必要があったため、 

 

集団戦で戦う          に対して           は一騎打ちの個人戦で戦った。 

 

これを３行（９０字）でまとめればよい。 
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